
堆肥・ペレット堆肥の利用
【グリーンな栽培体系への転換サポ―ト事業の検証結果を紹介します】

　また、検証が終了した地区では、堆肥・ペレット堆肥に関する栽培マニュアル・産地戦
略が策定されています。これらの情報も参考にしながら、事業の積極的な活用と、堆肥・
ペレット堆肥による「グリーンな栽培体系」への転換をご検討ください。

　堆肥は、作物への養分供給だけではなく、土壌の化学性、物理性、生物性を総合的に改善し、地力
の向上を図ることができます。その結果、農産物の品質向上や安定生産が期待できます。
　ペレット堆肥に関しては、通常の堆肥と比べ、貯蔵容積が減少して運搬が容易なこと、汎用管理機で
散布が可能なこと等から、取扱性が優れています。また、成分が均一なため、品質も安定しています。

グリーンな栽培体系への転換サポート事業とは
　農林水産省は、「環境にやさしい栽培技術」と「省力化に資する先端技術等」を取り入れた「グリーン
な栽培体系」への転換を図るため、それぞれの産地に適した技術を検証し、定着を図る取組を支援し
ています。令和４年度に事業を活用した 190 件のうち、堆肥・ペレット堆肥の利用の取組は ５７件です。
本パンフレットでは取組 3 事例の技術検証結果を紹介します。

詳細はこちら
（農林水産省HP）



　検証結果を踏まえて、環境にやさしい栽培技術・省力化に資する技術の普及に必要な情報のほか、必
要に応じて栽培暦や防除暦を盛り込んだものです。
　（例）大豆の栽培マニュアル（栃木県）

栽培マニュアルとは

令和4年度にグリーンな栽培体系への転換サポート事業に取り組んだ地域と作物

３つの実証試験のまとめ

【鶏ふん堆肥の施用量について】
今回の実証では、土壌中の可給態窒素が目安としていた10mg/100gをすべてのほ場
で下回っていた。このため、鶏ふん堆肥・ペレットを150～250kg/10a施用し、目安の値に
なるように施用した。
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N-P-K
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慣行区と比べた
肥料代
円/10a

慣行区と比べた
作業時間（開花期まで）

分/10a

試験区１ ①、②、③ 282 104 40.3 １等 2.8-3.4-2.6 +2,063 +2

試験区２ ①、②、③ 261 97 41.4 １等 2.8-3.4-2.6 +2,063 +6

慣行区 － 270 100 41.9 １等 － － －

試験区 ①、③ 329 90 38.0 １等 1.2-4.0-4.0 -5,740 -15

慣行区 － 365 100 39.3 １等 － － －

試験区 ①、③ 257 80 37.6 １等 6.0-0-0 -4,285 -22

慣行区 － 320 100 36.5 １等 － － －

鹿沼市

栃木市

高根沢町

※実証した技術①：地力に応じた鶏ふん堆肥の施肥、②一発耕起播種、③狭畦

３つの実証試験のまとめ

●化学肥料の全量を鶏ふん堆肥・ペレットにより代替したが、
慣行区と比べて収量は低下する傾向であった。ただし、県平均
を超える収量を確保することが出来た。

●作業時間について､狭畦により中耕培土を省くことが出来た。
しかし、鶏ふん堆肥・ペレットの散布に時間が掛かり、明らか
な短縮は見られなかった。なお、一発耕起播種は複数の作業を
同時に実施できることから、作業時間の短縮が図られた。

●いずれも、目立った品質低下や倒伏は認められなかった。

結果（まとめ）

①地力に応じた鶏ふん堆肥の施用＋③狭畦

鶏ふんペレットの施用 狭畦播種（試験区） 慣行播種（慣行区）

◆畦間被覆の状態

試験区（播種後＋22日） 慣行区(播種後＋24日)

◆実証した内容

◆播種作業

◆苗立ち及び作業時間等

区
播種量
kg/10a

苗立ち数
本/㎡

播種作業時間
※

（min/10a）

施肥から開花期まで

作業時間
※

（min/10a）

試験区 9.0 17.6 15 55

慣行区 8.2 15.1 20 70

※生産者聞き取り

区
作前土壌の
可給態窒素
10mg/100g

鶏ふんペレット
施用量kg/10a

（N-P-K成分量kg/10a）

化成肥料施用量
kg/10a

（N-P-K成分量kg/10a）

慣行区と比べた
肥料代
円/10a

播種様式 播種日

試験区
①＋③

4.2
150

(3.5-3.6-3.8)
- -5,740

狭畦
畦間40cm×株間14cm

7月11日

慣行区 5.6 －
20

(1.2-4.0-4.0)
－

慣行
畦間60cm×株間11cm

7月5日

栃木市での実証結果

「グリーンな栽培体系による大豆栽培」の実証
（指導者向け資料）

■「グリーンな栽培体系による 大豆栽培」 ～2022年版～

令和５(2023)年３月
栃木県農政部経営技術課

地　方 堆肥の取組　作物名 ペレット堆肥の取組　作物名
東　北
関東甲信
北　陸
東　海
近　畿
中国四国
九　州

水稲、そば

大豆、スイートコーン、にんじん

水稲、かぼちゃ、キャベツ、ブロッコリー、くり

水稲、麦、いちご

水稲

水稲、れんこん、ミニトマト、葉物野菜、ニンニク

水稲、茶、かんしょ

水稲、かんしょ、レタス、キャベツ、はくさい

かぼちゃ、キャベツ、ブロッコリー

かき

水稲、ブロッコリー

水稲

茶



　各産地で取り組まれた検証の中から、堆肥・ペレット堆肥の取組事例を紹介します。

グリーンな栽培体系の取組事例

　茨城県五霞町では、担い手の減少や高齢化による農地集積が加速していることに加え、
長期的な米価低迷、肥料価格の高騰といった現状から、省力化技術や化学肥料の使用量低
減技術の導入が急務となっています。そのため、水稲由来のもみ殻と米ぬかに有機性資源
を加えたペレット堆肥を造粒し、水稲の省力低コスト生産に利用する循環型農業モデルを確立すること
としています。
　化学肥料を削減し、ドローン直播ともみ殻・米ぬか・鶏ふん由来のペレット堆肥を施用した検証を行っ
た結果、化学肥料のみの慣行と同程度の収量が確保されました。また、化学肥料施用量の削減によって
肥料費が削減され、所得が向上すると推察されています。

（1）水稲における収量性と経済性の検証
五霞町地域循環型農業実践協議会（茨城県）

ペレット堆肥 200kg/10a

ペレット堆肥 100kg/10a

化学肥料のみ

水稲のドローン直播栽培におけるペレット堆肥施肥量の違いが成熟期の生育と収量構成要素に及ぼす影響
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坪刈り
収量
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試験区 1試験区

栽培方法 ドローン直播 ドローン直播 ドローン直播

施肥法

（円 /10a）
（kg/10a）
（円 /60kg）
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収量
販売価格

種苗費
肥料費
農薬費
光熱動力費
諸材料費
減価償却費
労働費
出荷経費
支払い地代

化成肥料のみペレット堆肥
200kg/10a

ペレット堆肥
100kg/10a

粗収益

経　費

所　得

試験区 2 対照区

93,100
570
9,800
63,189
3,212
9,060
7,128
3,968
1,092
13,073
11,310
846

13,500
29,911

92,120
564
9,800
61,573
3,212
7,152
7,128
3,968
1,092
13,365
11,310
846

13,500
30,547

95,713
586
9,800
61,573
3,212
7,152
7,128
3,968
1,092
13,365
11,310
846

13,500
34,140

水稲におけるドローン直播栽培とペレット堆肥の費用対効果

栽培
マニュアル



　このパンフレットは、農林水産省から「令和５年度グリーンな栽培体系の普及啓発委託事業」を受
託し、一般社団法人全国農業改良普及支援協会が作成しました。

農林水産省農産局技術普及課　みどりユニット
※各取組事例の詳細は、栽培マニュアル等に記載の問合せ先までお問合せください。

　福島県の只見町では、担い手がそばを栽培しており、化学肥料から鶏ふん堆肥への転換に
加え、省力化を模索していました。
　検証において、化学肥料から発酵鶏ふん堆肥に置き換え、施肥播種機を活用した結果、同
等以上の収量が確保されました。

（2)そばにおける収量性の検証　只見町農業再生協議会（福島県 )

　栃木県の大豆栽培においては、収量及び品質が不安定なことが、課題になっていました。
その要因として、大豆栽培では一般的に土壌診断が行われていないことや、地力が低いほ場
で化学肥料が多投入されるものの、目標収量が得られないことが挙げられます。そのため、
可給態窒素の簡易・迅速評価法を用いて土壌診断を行いました。
　その結果、すべてのほ場で地力が目安となる基準値を下回っていたため、化学肥料に替え
て、全量鶏ふん堆肥を施用しました。狭畦栽培と合わせた検証の結果では、慣行栽培（中耕培土と化学肥
料の施用）と比較して、収量がやや少ないほ場もありましたが、県平均を超える収量を確保するとともに、
外観品質は同等となりました。

（3)大豆における収量性の検証（栃木県 )

栽培の概要

収量と品質

項　目

施肥窒素量（kg/10a）
施肥及び播種方法
使用した肥料
播種日

播種量（kg/10a）
覆土方法

3
トラクタ牽引

発酵鶏ふん堆肥※15kg/袋×8袋/10a

4
播種機による（軽い鎮圧あり）

3
背負い動力散布機（人力）
オール14　20kg/10a

5
ロータリによる攪拌

グリーンな栽培 慣行栽培

7月25日

※発酵鶏ふん堆肥：成分割合（N-P-K（％）=2.5-7.3-5.5）

項　目

収量（kg/10a）
容積重（g/ℓ）
容積重（g）
等級

115
617
29.7

91
603
29.3

グリーンな栽培 慣行栽培

2等以上に調整

市町

A

B

C

試験区 1

試験区 2

慣行区

試験区

慣行区

試験区

慣行区

①、②、③

①、②、③

-

①、③

-

①、③

-
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261

270
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257

320

104

97
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100

80

100

40.3

41.4

41.9

38.0

39.3

37.6

36.5

1 等

1 等

1等

1等

1等

1等

1等

区 実証した
技術※

外観
品質

収量
kg/10a

百粒重
g

収量慣行
区比％

※実証した技術
①地力に応じた鶏ふん堆肥の施肥、②一発耕起播種、③狭畦

大豆の実証試験の結果

栽培
マニュアル

栽培
マニュアル


